
 

 

 

 

皆様が使用し管理されている浄化槽は、毎日の生活から出る汚水を浄化し、きれいな

水にして放流するための装置です。 

放流された水は、道路側溝や水路などを経て、川や沼・海に流れていきます。 

これらの公共用水域の水質を保全するためには、浄化槽を正しく設置し、維持管理

することが大変重要です。 

このため、浄化槽法では、浄化槽の設置工事や保守点検・清掃が適正に行われ、浄化槽

が正常な機能を発揮しているかどうかを公的に検査することを規定し、浄化槽を管理する方

に対して、知事が指定する機関による「設置後の検査（７条検査）」と「毎年１回の定期検査

（１１条検査）」（総称して「法定検査」）を受けることを義務付けています。 

浄化槽にとって、保守点検・清掃は日常の健康管理、法定検査は健康診断に当たる

ものです。法定検査の趣旨や重要性をご理解の上、必ず受検していただきますよう

お願いします。 

なお、法定検査を受けない場合には、県から指導、勧告等を行うことがあります。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 
 
 

千葉県 環境生活部水質保全課 水質指導室浄化槽班 

〒260-8667 千葉市中央区市場町１－１ 

電話 ０４３－２２３－３８１３   ＦＡＸ ０４３－２２２－５９９１

～ 千葉県からのお知らせ ～ 

浄化槽の水質検査（法定検査）の受検について 

 
 
① 設置後の検査（７条検査） 

浄化槽を設置し、使用開始後３か月を経過した日から５か月以内に、設置工事が

適正に行われ、浄化槽が正常な機能を発揮しているかどうかを検査します。 
 
② 定期検査（１１条検査） 

浄化槽の保守点検・清掃が適正に行われ、浄化槽の機能が正常に維持されて

いるかどうかを、毎年１回定期的に検査します。 

法定検査の内容 ※ 詳細は裏面を参照してください。 

  
 

社団法人千葉県浄化槽検査センター （千葉県知事指定検査機関） 

〒260-0024 千葉市中央区中央港１－１１－１ 

電話 ０４３－２４６－６２８３   ＦＡＸ ０４３－２４６－６２３１ 

法定検査の実施機関 ※ 法定検査は、浄化槽管理者からの依頼により行われます。 



 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 設置後の検査（７条検査） 定期検査（１１条検査） 

外観検査 

①設置状況､②設備の稼働状況､ 

③水の流れ方の状況､④使用の状況､

⑤悪臭の発生状況､⑥消毒の実施状況、

⑦か・はえ等の発生状況 

①設置状況､②設備の稼働状況、 

③水の流れ方の状況､④使用の状況､

⑤悪臭の発生状況､⑥消毒の実施状況､

⑦か・はえ等の発生状況 

水質検査 

①水素イオン濃度(pH)､②汚泥沈殿率(SV)､

③溶存酸素量(DO)､④透視度､ 

⑤塩化物イオン濃度､⑥残留塩素濃度､

⑦生物化学的酸素要求量(BOD) 

①水素イオン濃度(pH)､ 

②溶存酸素量(DO)､③透視度､ 

④残留塩素濃度､ 

⑤生物化学的酸素要求量(BOD) 

書類検査 ①設置届出書等、②保守点検記録 など ①保守点検記録、②清掃記録 など 

（注）表中の検査項目の中から所定の項目を実施   

 

 

区 分 

 

規 模 

設置後の検査 

（７条検査） 

定期検査 

（１１条検査） 

合併処理浄化槽 単独処理浄化槽 合併処理浄化槽 

１０人槽以下 １０,０００円  ５,０００円  ５,０００円 

１１～２０人槽 １４,０００円  ８,０００円 １０,０００円 

２１～５０人槽 １５,０００円  ９,０００円 １１,０００円 

５１～１００人槽 １８,０００円 １２,０００円 １４,０００円 

１０１～３００人槽 ２０,０００円 １４,０００円 １６,０００円 

３０１～５００人槽 ２２,０００円 １６,０００円 １８,０００円 

５０１人槽以上 ２６,０００円 ２０,０００円 ２２,０００円 
 

法定検査 

保守点検 
【点検、調整、修理等】 

毎年３回以上等（処理方式等で異なる）

定期検査 
（１１条検査） 

毎年１回 

清 掃 
【汚泥の引抜き等】 

毎年１回 

★ 浄化槽を適正に管理するための流れ 

★ 検査項目 

★ 検査手数料 

設置後の検査 
（７条検査） 

使用開始後３か月を経過した日から５か月以内 維持管理 


